


兵庫県西脇市・多可町

日本列島のほぼ中央に位置し、豊かな自然に囲まれた

人口約６万人（西脇市 約38,000人／多可町 約19,000人）のエ

リア。豊富な水資源のもと共通して栄えた地場産業が「播

州織」。そのほか、伝統工芸や農業も盛んで、天皇への献

上品として知られる「杉原紙」をはじめ、酒米の王様と称

される「山田錦」、神戸ビーフの素牛として知られる「黒

田庄和牛」、地域ブランド鶏「播州百日どり」など、全国

に誇る農産物も生産されています。



播州織

播州織とは、兵庫県のほぼ中央に位置する北播磨地域（西脇市・多可町・加西

市・加東市）で生産される綿を中心としたの先染織物。糸を先に染め、染め上っ

た糸で柄を織る「先染織物」という手法を用いることが特徴。自然の恵みあふれ

る豊かな風土が、ナチュラルな肌触り、変化に富んだ風合い、豊かな色彩を、生

地の一枚一枚に醸し出します。

生産数量
約3億8,800万平方メートル 約1,156万平方メートル

≪ピーク時≫1987（昭和62）年 ≪現在≫2023（令和５）年

ピーク時の約３％

「ガチャマン景気」

織機が一度「ガチャ」っと音をたてると

１万円儲かるといわれた空前の好況時期



なんべんでも立ち上がり、挑戦する。

「もう一回」という意味の「もっぺん」という言葉には、なんだ

かそれ以上の前向きさが込められているように思うのです。

そして「もっぺん」には、西脇市・多可町が歩んできた背景とも

リンクするような気がして。

しんどいこともあるけれど、もっぺんがんばろか〜、というよう

に。

いっぽうで、「もっぺん」には、先人たちが積み重ねてきた技・

知恵・伝統を大切にし、あらためて見つなおし、出逢いなおすと

いう思いも込めています。

ここから、まっさらにするのではなく、このまちが培ってきたも

のも、これから生まれる新しい何かも、すべてひとつづきにある

ものと捉え、ぜんぶを愛しみたい。そんな願いも込めています。

地場産業の背中を押して、

もっぺんやろか！とぶちあげたい。



【開催エリア】

兵庫県 西脇市・多可町

第一回

2024年

10月26(土)

10月27(日)

参加事業者数｜25事業者

【来場者数（延べ人数）】

２日間合計：約650人

第二回

2025年

9月26(金)

9月27(土)

9月27(日)

参加事業者数｜25事業者

【来場者数（延べ人数）】

２日間合計：約1200人









参加事業者プログラム内容

 PICKUP 



大阪文化服装学院産地見学バスツアー

「行 程」

植山織物→播州織工房館→郷土資料館→tamaki niime

参加者｜26名



時間｜① 13:00〜 ② 14:00〜（所要時間：50分）

料金：無料

予約：必要

定員数：10組40名（各回）

株式会社 リナビス｜『クリーニング工場の見学、しみ抜き体験』



時間｜10:00〜17:00頃（半日を通じた体験）

料金：5,500円

予約：必要

定員数：10名（各日）

太田工務店 株式会社／egaon!naaare

『木と触れる１DAY ワークショップツアー』



時間｜① 9:00〜 ② 13:00〜 （所要時間：3時間）

料金｜体験＋生地「3m ／ 30,000円 5m ／ 40,000円」

予約｜必要

定員数｜4名（各回）

株式会社 丸萬／POLS

『オリジナルデザインのジャカード織生地作り』



もっぺん同日開催トークイベント

開催日｜９月27日（土）18：30〜（場所：旧来住家住宅）

ゲスト｜ミヅホ株式会社 取締役 大西佑亮氏（17代目）

SUNA デザイナー 長砂佐紀子氏

参加者｜31名
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